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第 6 章 リチウム合金を用いたアンモニア合成技術の開発 
＜宮岡 裕樹＞          

1．はじめに 
2．窒化物合成 
3．リチウム（Li）合金を用いた窒素解離/再結合 
4．リチウム-錫合金を用いた擬触媒的アンモニア合成 
5．おわりに 

 
第 7 章 炭酸水利用による窒化鉄からの 

常温・常圧アンモニア合成 
＜江場 宏美＞ 

1．はじめに 
2．窒化鉄 FexN について 
3．窒化鉄からの NH3 生成 
4．今後の展望 

 

第 8 章 エネルギーキャリアとしての CO2 フリーアンモニアの 
製造技術，合成実証，およびサプライチェーンの 
構築に向けて                 ＜甲斐 元崇＞        

1．日揮グループの水素・アンモニアの取り組み 
2．CO2 フリーアンモニアの製造技術と合成実証試験 
3．CO2 フリーアンモニアサプライチェーンの構築に向けて 

 

第 1 章 ディーゼル機関によるアンモニア/軽油混焼技術 
＜仁木 洋一＞            

1．はじめに 
2．往復動内燃機関によるアンモニアの燃料利用の課題 
3．小型ディーゼル機関によるアンモニア/軽油混焼試験 
4．まとめ 

 

第 2 章 ルテニウム触媒による 
アンモニア分解・水素供給システムの開発 

＜雑賀 高＞                    
1．水素キャリアとしてのアンモニア 
2．アンモニア分解システムの性能 
3．燃料電池自動車用アンモニア分解・水素供給システムの開発 

 

第 3 章 アンモニアのプラズマ分解による 
純水素製造技術の開発 

＜神原 信志＞                    
1．開発の背景 
2．パラジウム合金膜の水素透過特性 
3．純水素製造システムの開発 
4．まとめ 

 

第 4 章 触媒充填型メンブレンリアクターを用いた 
NH3 分解による水素製造技術の開発 

＜古澤 毅、伊藤 直次、今 俊文、秋永 富士夫＞                    
1．はじめに 
2．Cs-Ru/CeO2 球状触媒の開発 
3．実用分解触媒と活性比較 
4．メンブレンリアクターの性能 
5．おわりに 

 グリーンアンモニア合成・利用の新展開 

第 1 章 粉末光触媒による水を電子源とした 
アンモニア合成技術の開発 

＜白石 康浩、平井 隆之＞                  
1．はじめに 
2．半導体表面欠陥 
3．TiO2 
4．リンドープグラファイト状窒化炭素 
5．金属オキシクロリド 
6．人工光合成反応としての NH3 合成 
7．おわりに 

 

第 2 章 Ru 触媒と水素透過膜を用いた 
アンモニア電解合成技術の開発 

 ＜久保田 純＞ 
1．はじめに 
2．アンモニア電解合成の優位性 
3．Ru 触媒，Pd 合金水素透過膜，リン酸塩電解質による 

アンモニア電解合成 
4．Ru 触媒，Pd 合金水素透過膜，リン酸塩電解質による 

電解合成セルの特性 
5．今後の展望 

 

第 3 章 グリーンアンモニア合成触媒の評価方法 
＜眞中 雄一、難波 哲哉＞                    

1．はじめに 
2．グリーンアンモニア合成触媒の評価方法 
3．実証機での触媒評価 
4．高温領域での触媒評価：平衡到達度評価 
5．低温領域での触媒評価：Light-off 値による評価 
6．まとめ 

 

第 4 章 固体電解質を利用した 
アンモニア電解合成技術の開発 

＜大友 順一郎、岡﨑 萌、李 建毅＞                   
1．はじめに 
2．アンモニア電解合成の温度域について 
3．アンモニア電解合成の既往研究 
4．アンモニア電解合成の反応機構解明に向けて 
5．おわりに 

 

第 5 章 電場印加による表面プロトニクスを活かした 
低温アンモニア合成 

＜関根 泰、水谷 優太＞                    
1．はじめに 
2．電場印加による低温域でのアンモニア合成速度の向上と 

メカニズム解析 
3．電場アンモニア合成における特異な温度依存性 
4．異種カチオンドープによる電場アンモニア合成速度の 

支配因子の解明 
5．異種カチオンドープによる水素吸着エネルギーへの影響 
6．交流インピーダンス法による表面プロトニクスの観測 
7．おわりに 
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5
水素利用技術集成　Vol.5
～水素ステーション・設備の安全性～

2018 242 38,000円 ○ ○

○

4 CO2の分離・回収・貯留の最新技術 2022 370 45,000円 ○ ○

3 二酸化炭素有効利用技術
～DACから物質合成、産業利用まで～

2022 348 45,000円 ○

○

2 新訂三版　最新吸着技術便覧　～プロセス・材料・設計～ 2020 856 65,000円 ○ ○
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